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以
下
に
論
述
す
る
と
こ
ろ
は
①
古
代
ニ
ジ
プ
ト
政
治
史
に
お
け
る
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ソ
王
の
祭
政
分
離
的
平
和
政
策
を
論
じ
、
さ
ら

に
②
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
宗
教
・
政
治
学
の
基
礎
と
し
て
の
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
宗
教
・
政
治
思
想
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
の

①
は
今
日
に
お
け
る
教
政
政
治
の
問
題
を
解
決
す
る
に
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
②
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
学
の
基
礎
を

(l) 

(
t
h
e
o
c
r
a
c
y
)

で
あ
れ
、
教
政
政
治

(
h
i
e
r
g
r
a
c
y
)

で
あ
れ
、
す
で
に
な
が
い
あ
い
だ
、
前
近
代
的
な
現
象
あ
る
い
は

a
v
a
n
t
-
g
u
e
r
r
e

的
な
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
現
象
を
見
る
と
、
極
端
な
る
祭
政
分
離
に
対
す
る
反
動
と
し
て
現
実
の
政
治
問
題
に
化
し
て
い

る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
ら
ば
民
主
政
治

(
d
e
m
o
c
r
a
c
y
)
と
そ
れ
に
基
づ
く
法
の
支
配

(rule
o
f
 l
a
w
)

に
対
す
る
、
最
近
に
お
け
る
2

つ
の
大
な
る
妨
害
は
極
端
な
る
祭
政
分
離
と
い
う
べ
き
科
学
的
、
唯
物
論
的
革
命
思
想
と
う
え
の
ご
と
き
祭
政
一
致
の
思
想
で
あ
る
。
こ

の
両
者
を
防
止
す
る
有
力
な
る
方
法
の

1
つ
と
し
て
、
国
家
の
健
全
な
る
経
済
政
策
と
な
ら
ん
で
、
帝
王
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
(prestige)

が
大
い
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
立
憲
君
主
政
の
繁
栄
、
わ
が
国
に
お
け
る
天

皇
制
の
存
続
が
こ
れ
を
証
明
し
て
余
り
が
あ
る
。
け
だ
し
か
く
の
ご
と
き
君
主
政
・
天
皇
制
に
見
る
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
は
殺
伐
た
る
唯
物

論
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
中
正
な
る
宗
教
的
認
識
へ
の
道
を
開
く
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
思
う
に
、
中
正
な
る
宗
教
的
認
識
は
仏
教
に

お
い
て
は
法
身
（
ホ
ッ
シ
ン
）
説
法
に
偏
せ
ず
、
応
化
身
（
オ
ウ
ゲ
シ
ン
）
説
法
に
片
寄
ら
ず
、

u臣
a
t
i
a
n
i
s
m
に
堕
せ
ず
、

ま
た
教
会
万
能
を
主
張
す
る
宗
教
政
治
を
主
張
し
な
い
。

か
か
る
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
自
著
、
王
冠
の
政
治
学
的
意
義
（
昭
和
38
年
版
）
参
照
。

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

祭
政
分
離

(
s
e
p
a
r
a
t
i
o
n
o
f
 c
h
u
r
c
h
 a
n
d
 state) 

1

緒

論

に
対
す
る
祭
政
一
致

三
一
五

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
極
端
な
る

(
〔

u
n
i
t
y
o
f
)
 
c
h
u
r
c
h
 a
n
d
 state) 
は
、
神
政
政
治
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ン
11
ア
ト
ン
王
と
記
し
、

ア
フ
ェ
ナ
ト
ン
王
と
書
か
な
い
。

〔E
〕
あ
る
い
は
〔
G
〕
と
書
い
て
記
入
し
た
。

（
中
公

の

transliteration 

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

な
す
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
に
関
す
る
そ
の
エ
ン
源
の
ナ
ゾ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
国
会
政
治
と
民
主
的
な
法
支
配
の
祖
国
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、

か
か
る
民
主
政
治
の
指
針
は
一
般
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
史

(
E
n
g
l
i
s
h
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
H
i
s
t
o
r
y
)

に
求
め
る
を
も
っ
と
も
得
策
と
す
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
は
祭
政
分
離
を
古
来
の
特
色
と
し
、

そ
の
国
家
が
神
政
政
治
ま
た
は
教
政
政
治
の
圧
力
を
体
験
し
た
こ
と
は
例
外
的
時
代
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
圧
力
は
他
の

西
洋
諸
国
の
場
合
ほ
ど
に
強
烈
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
古
代
ニ
ジ
プ
ト
は
も
っ
と
も
強
力
な
る
教
政
政
治
と
そ
れ
に
基
づ
く
帝

国
主
義
的
侵
略
の
連
続
を
そ
の
特
色
と
し
、
た
だ
ア
フ
11
エ
ン
11
ア
ト
ン
王
の
時
代
の
み
は
ま
っ
た
＜
例
外
的
な
祭
政
分
離
的
平
和
政
策
の

時
期
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
王
の
こ
の
偉
業
は
こ
れ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
近
に
お
け
る
政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治
を
解
決
す
る

に
直
接
に
も
っ
と
も
役
立
つ
と
と
も
に
、
こ
の
偉
業
を
知
る
と
否
と
に
関
係
な
く
、

王
の
政
治
思
想
の
長
所
は
、
す
で
に
述
べ
た
ア
リ
ス

}
テ
レ
ー
ス
政
治
学
を
通
じ
て
、
間
接
に
今
日
の
民
主
政
治
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
も
数
多
き
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

有
力
な
る
諸
王
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
王
の
み
は
ひ
と
り
有
形
の
大
墳
墓
も
オ
ベ
リ
ス
ク
も
残
さ
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
こ
そ
は

こ
の
偉
大
な
る
思
想
的
恩
人
に
対
し
、

を
示
し
、

い
た
る
と
こ
ろ
小
な
り
と
も
無
形
の
記
念
碑
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

な
お
引
用
す
る
ニ
ジ
プ
ト
語
に
つ
い
て
は
、
印
刷
の
都
合
か
ら
、
全
部
ロ
ー
マ
字
に

transliterate
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

つ
ぎ
に
ロ
ー
マ
字
の
音
訳
を
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
英
語
化
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ャ
語
化
さ
れ
た
音
訳
を

ニ
ジ
。
フ
ト
文
字
の
入
門
的
説
明
に
つ
い
て
は
加
藤
一
朗
氏
著
「
象
形
文
字
入
門
」

二
六

ま
ず
そ

新
書
）
に
よ
ら
れ
た
い
。
ま
た
デ
ジ
。
フ
ト
語
の
発
音
に
お
い
て
語
尾
の
父
音
と
つ
ぎ
の
語
首
の
母
音
と
の
間
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
場
合

の
ご
と
く
、

glottal
s
t
o
p

が
存
し
、
英
語
の
場
合
の
ご
と
き

l
i
n
k
i
n
g

が
存
し
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
フ
U

エ
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(2) (1) 
い
た
。

メ
ソ
フ
ィ
ス

ニ
ジ
プ
ト
は
ア
レ
ク
‘
サ
ソ
ド
ロ
ス
大
王
の
征
服
（
前
3
3
2

年
）
ま
で
こ
こ
を
首
都
す
る
王
国
で
あ
る
が
、
第
21
王
朝
ま
で
を
見
る
に
、
第

3
王
朝
か
ら
第
6
王
朝
ま
で
を
古
帝
国

(
t
h
e
O
l
d
 E
m
p
i
r
e
)
時
代
と
い
う
べ
く
、
そ
の
第
4
王
朝
に
は
、
前
3
0
0
0
年
頃
に
中
央
集
権
確

立
し
、
王
権
は
強
力
無
比
で
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

(
g
r
e
a
t
p
y
r
a
m
i
d
s
)

群
が
造
営
さ
れ
た
。
し
か
る
に
第
7
王
朝
か
ら
第
10
王
朝
ま
で
は
二

ジ
プ
ト
人
の
間
に
お
け
る
群
雄
割
拠
の
時
代
と
な
っ
た
。

（〔
G〕
T
h
e
b
a
i
,

(
E〕
T
h
e
b
e
s
)

＇
~
ギ
リ
シ
ャ
の
テ
ー
ベ
で
な
く
、

ェ
セ
ッ
ト

(
W
s
t
,
W
e
s
e
t
)
、
別
の
名
は
ネ
ウ
ト

(
N
j
w
t
,
N
e
w
t
)
ー
に
遷
都
し
、
第
11
王
朝
（
前
2
1
6
0
-
-
-
2
0
0
0
年
）
、
第
12
王
朝
（
前

⑪
 

2
0
0
0
-
-
-
1
7
8
8
年
ー
）
の
時
代
は
中
帝
国

(
t
h
e
M
i
d
d
l
e
 E
m
p
i
r
e
)

の
時
代
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
は
ふ
た
た
び
統
一
国
家
の
実
を
あ
げ
て

ニ
ジ
ブ
ト
語

njwt
は
普
通
名
詞
と
し
て
「
ま
ち
」
を
意
味
す
る
。

前
約
粒
8
|
2
3
0
~(
M
y
e
r
s
)
。

こ
の
と
き
に
至
り
、

ニ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
従
来
の
純
然
た
る
多
神
教
が
主
神
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
支
配
種
族
の
主
神
を
全
民
族
の

主
神
と
し
た
。
こ
れ
は
太
陽
神
ラ
ー
（
レ
ー
）
（
R^

」

R
評

R
e
)
と
ア
モ
．
ン
（
ア
メ
ン
）
神

(Arnn,
A
m
o
n
,
 A
m
e
n
)
の
結
合
さ
れ
た
自

然
神
た
る
太
陽
神
で
あ
り
、

ア
モ
ン
11

ラ
ー
（
ア
メ
ン
11

ラ
ー
な
ど
）
（
Arnn,R̂
)
と
称
せ
ら
れ
へ

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

の
ち
に
第
11
王
朝
に
至
り
、
首
都
を
テ
ー
ベ

＝
ジ
プ
ト
が
統
一
国
家
と
な
り
、

（〔
G〕
M
e
m
p
h
i
s
)

A

ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
祭
政
分
離
的
平
和
政
策

2

本

論

エ
ジ
プ
ト
の
ウ

ア
モ
ン
11
ラ
ー
は
し
ば
し
ば
単
に
ラ

三
一
七

を
首
都
と
し
て
第
1
王
朝
の
成
立
し
て
（
前
3
3
0
0
年
頃
）
か
ら

6品



富
が
テ
ー
ベ
の
神
官
団
に
与
え
ら
れ
、
中
帝
国
、
新
帝
国
時
代
ー
ー
，
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
時
代
を
除
く
ー
|
‘
を
通
じ
堂
々
た
る
神
殿

~
_
~
 ー（

 

の
建
築
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

っ
た
く
存
せ
ず
（
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ソ
王
は
例
外
）
、

ニ
ジ
プ
ト
に
よ
る
外
国
征
服
は
主
神
の
ご
利
ヤ
ク
に
よ
る
と
せ
ら
れ
、
莫
大
の

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

ー
（
レ
ー
）
と
略
称
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
太
陽
神
ホ
ル
ス
（
〔
L
〕

B
o
r
u
s
,
(

G

)

 H
o
r
)
ー
ニ
ジ
プ
ト
語
で
は
ヘ
ル
（
ホ
ル
）
（
l
j
r
w
`

I;:J:eru, 
If o
r
u
)
ー
の
信
仰
は
存
し
た
が
、
こ
れ
は
西
方
（
サ
イ
ホ
ウ
）
に
あ
っ
て
死
者
を
支
配
す
る
神
オ
シ
リ
ス
（
〔
G
〕

O
s
i
r
i
s
)
|ー

ニ
ジ
ブ
ト
語
で
は
ウ
ス
11
ア
ル
(
W
C
l
h
‘
j
r
,
U
s
,
a
r
)
-
の
子
で
あ
り
、

ア
モ
ン
11

ラ
ー
の
ご
と
き
主
神
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
お
け
る
生

存
者
の
み
を
支
配
す
る
神
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
か
く
て
主
神
た
る
太
陽
神
ア
モ
ン
11

ラ
ー
の
信
仰
は
中
帝
国
時
代
に
始
ま
る
が
、
こ

の
時
代
、
国
王
は
「
ラ
ー
の
ム
ス
コ
」
(
s
'
,
r
^
s`
a
,
R
a
)
と
称
せ
ら
れ
て
ア
モ
ン
11

ラ
ー
の
化
身
と
せ
ら
れ
、
法
的
に
は
神
政
政
治
が
認
め

ら
れ
た
が
、
事
実
上
は
テ
ー
ベ
の
神
官
団
に
よ
る
教
政
政
治
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
帝
国
時
代
と
の
ち
の
新
帝
国
時
代
に
ニ
ジ
プ
ト
は
他
国
を
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
征
服
し
、
中
帝
国
時
代
に
は
被
征
服
民
は
朝
貢

と
軍
事
奉
仕
の
み
を
行
っ
た
が
、
新
帝
国
時
代
か
ら
は
主
神
を
か
つ
ぐ
新
政
政
治
に
よ
り
、
内
政
に
ま
で
干
渉
せ
ら
れ
た
。
従
っ
て
こ
の

主
神
は
愛
の
神
で
な
い
正
義
の
神
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
帝
王
の
墓
の
古
帝
国
時
代
の
も
の
と
中
帝
国
以
後
の
も
の
と
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
神
の
こ
の
性
質
が
明
白
と
な
る
。
ま
た
経
済
は
中
帝
国
時
代
は
ま
だ
自
然
経
済
で
あ
っ
た
が
、
新
帝
国
時
代
か
ら
は
貨

幣
経
済
が
行
わ
れ
た
。

0

こ
れ
よ
り
さ
き
、
エ
ジ
プ
ト
の
純
然
た
る
多
神
教
時
代
か
ら
愛
の
神
で
な
い
正
義
の
神
が
尊
ば
れ
た
。
「
こ
の
世
に
お
い
て
も
「
と
も
美
し
い
も
の
は
何
か
。
」
と
オ
シ

リ
ス
が
子
の
ホ
ル
ス
に
問
う
た
。
「
親
の
仇
を
報
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
答
え
た
ホ
ル
ス
に
よ
っ
て
悪
魔
セ
ー
ト
（
〔
G
〕
紐
E
)ー
デ
ジ
プ
ト
語
で
は
セ
テ
シ
ュ

(
S
は）

ま
た
は
セ
テ
フ

(
S
t
h
)

ま
た
は
ス
テ
フ

(
S
w
t
b
)
ー
が
復
シ
ュ
ウ
さ
れ
た
。
以
上
の
神
話
が
存
す
る
。

し
か
ら
ば
何
故
う
え
の
ご
と
さ
教
政
政
治
が
行
わ
れ
た
か
。
そ
れ
は
中
帝
国
以
前
の
群
雄
割
拠
い
ら
い
国
王
に
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
は
ま

ニ八
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中
帝
国
時
代
の
の
ち
ヒ
ク
ソ
ス

（
〔

G〕

H
u
k
s
o
s
,

h
e
q
u
'
s
h
a
s
u
,
 
princes 
o
f
 t
h
e
 
B
e
d
o
u
i
n
s
)
の
支
配
を
経
て
新
帝
国

(
T
h
e
N
e
w
 E
m
p
i
r
e
)
時
代
に
入
る
が
、

0

ル
ク
ソ
ル

(Luxor)
カ
ル
ナ
ッ
ク

(Karnak)
の
両
神
殿
は
テ
ー
ペ
付
近
に
第
18
王
朝
の
初
頭
に
建
設
さ
れ
、
ア
プ
シ
ン
メ
ル

(Abusimmel)
神
殿
は
第
19
王
朝

の
ラ
メ
ス

(R'-mssw,
R
a
-
m
e
s
s
u
)
2世
ー
英
語
で
は
ラ
メ
セ
ス
（
R
a
m
e咎
s
)
2世
ー
が
こ
れ
を
建
造
し
た
。
昭
和
38
年
(
1
9
6
3
年
）
に
東
京
お
よ
び
京
都
に
催
さ

れ
た
ニ
シ
プ
ト
美
徽
5
0
0
0
年
展
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ダ
ム
建
設
の
犠
牲
と
な
ろ
う
と
す
る
こ
の
神
殿
を
救
え
と
言
う
に
あ
っ
た
。

〔

E
〕

H
y
k
s
o
s
)
ー
エ
ジ
プ
ト
語
の
ヘ
ク
シ
ャ
ス

朝
（
前
1
5
8
0
|
1
3
2
1
年
）
か
ら
第
20
王
朝
あ
る
い
は
第
21
王
朝
に
至
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
も
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
神
政
政

治
の
形
式
で
教
政
政
治
が
行
わ
れ
、
た
だ
ア
フ
11

エ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
時
を
例
外
と
す
る
。
こ
の
新
帝
国
時
代
に
外
国
人
が
エ
ジ
プ
ト
国

王
を

P
h
a
r
a
o
h
と
呼
ん
だ
の
は
エ
ジ
プ
ト
語
の
ペ
ル
11

ア
＊
（
ペ
ル
11

ア
ア
）
（
pr,'o,
p
r、ぎ

p
e
r
,
a
9
p
e
r
‘
a
a
)
か
ら
出
た
と
一
般
に

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

p
r
=
(
E〕

h
o
u
s
e
;
'
o
,
'
a
1
1〔
E
〕

great
で
あ
る
か
ら
ヽ
第
ls
王
朝
に
入
つ
て
か
ら
国
王
の
神
聖
が
と

vに
強
調

せ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
王
家
内
の
血
族
結
婚
が
原
則
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
た
め
に
外
国
人
が
ニ
ジ
プ
ト
国
王
を
う
え
の
ご
と
く
称
し
た

と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

2
 H
yぼ
8
の
原
ニ
ジ
プ
ト
語
に
つ
い
て
は
ヘ
カ
（
ウ
）

11
カ
ッ
ュ
ー
ト

(heka,khasut,
rulers 
of 
foreign 
countries)
で
あ
る
と
の
異
説
と

hek,khos,
ruler 

of 
barbarians)
で
あ
る
と
の
そ
れ
が
あ
る
。
ヒ
ク
ソ
ス
王
朝
ほ
ニ
ッ
ナ
ト
第
13
王
朝
の
と
き
に
侵
入
し
た
も
の
で
、
そ
の
の
ち
エ
ジ
ブ
ト
の
大
半
を
支
配
し
（
約
1
0
0

年
間
）
、
テ
ー
ペ
の
ニ
ジ
ブ
ト
王
朝
は
そ
れ
に
朝
貢
し
た
。
第
1
5
•第
1
6王
朝
が
ヒ
ク
ソ
ス
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
フ
11

エ
ン
11
ア
ト
ソ
王
は
も
と
ア
メ
ソ
11

ヘ
テ
ブ

(Jmn-1].tp,
A
m
e
n
,
l
i
e
t
e
p
,
〔

G〕

A
m
e
n
o
p
h
i
s
)

の
名
で
、
く
わ
し
く
は

ア
メ
ン
11

ヘ
テ
プ

4
世
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
旧
名
は
ア
メ
ン
す
な
わ
ち
ア
モ
ン
11

ラ
ー
（
ア
メ
ン
11
ラ
ー
）
は
い
こ
い
給
う
と
い
う

義
の
エ
ジ
プ
ト
語
で
あ
る
が
、

ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ソ
王
の
母
は
王
家
の
人
で
は
な
か
っ
た
。

(
h
q
w
'叱
S
W
?
,

hequ-sasu, 

こ
の
時
代
は
第
18
王

ア
モ
ン
11

ラ
ー
の
信
仰
を
改
革
し
て
ア
ト
ン

(
J
t
n
`
A
t
e
n
,
A
t
o
n
)
の
信
仰
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
王
は

み
ず
か
ら
も
ア
フ
11

エ
ン
11

ア
ト
ン
（
ア
テ
ン
）
（
Jg-n,.Jtn,
A
h
-
e
n
,
A
t
o
n
,
J
A
t
e
n
)

ー
~
ア
ト
ン
の
輝
き
、
ま
た
は
ア
ト
ン
の
恵
み

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

三
一
九

647 



遷
都
を
連
想
せ
し
め
る
。

仰
で
あ
り
、
仏
教
で
い
う
法
身
（
ホ
ッ
シ
ン
）

s
u
n
)
 

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

(Jht?,Jtn, A
b
e
t
,
A
t
o
n
)

ー
ア
ト
ソ
の
地
平
線
の
義
ー
~
と
名
付

け
た
。
英
語
の
イ
ク
ナ
ト
ン

(
I
k
h
n
a
t
o
n
)

は
王
の
名
の
イ
ギ
リ
ス
的
な
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ソ
王
が
多
神
教
の
ニ
ジ
。
フ
ト
に
お
い
て
初
め
て
、

い
な
世
界
に
お
い
て
、

て
一
神
教
を
主
張
し
た
。
こ
の
場
合
の
唯
一
神
を
う
え
の
ご
と
く
ア
ト
ン

(
J
t
n
)
と
称
し
、

三
二

0

イ
ス
ラ
ニ
ル
人
と
と
も
に
、
初
め

ア
ト
ン
と
は
太
陽
（
少

w)
の
円
盤
を
意
味
し
、

ア
ト
ン
神
は
ま
た
ラ
ー
1
1

ヘ
ル
1
1
ア
フ
テ

(
R
"
,
I
:
I
r
,
j
h
t
j
•
,

Ra-I;f er-abte,
〔

E
〕

R
a
-
H
e
r
a
k
h
t
y
,
R
a
-
H
o
r
a
k
h
t
e
)

—
ー
ー
地
平
線
の
ホ
ル

ス
(
H
o
r
u
s
o
f
 t
h
e
 H
o
r
i
z
e
n
)
た
る
ラ
ー
の
義
と
称
せ
ら
れ
る
。
神
と
し
て
の
ア
ト
ン
は
自
然
神
と
し
て
の
太
陽
神
で
は
な
く
、

唯
一
神
の
愛
の
現
わ
れ
(
m
a
n
i
f
e
s
t
a
t
i
o
n
)
と
し
て
の
ア
ト
ン
、
す
な
わ
ち
目
に
見
え
る
太
陽
円
盤

(
A
t
o
n
,
t
h
e
 visible 
d
i
s
k
 
o
f
 
t
h
e
 

を
信
ず
る
が
ゆ
え
の
ア
ト
ソ
神
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
フ
11

エ
ン
11

ア
ト
ソ
王
の
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
ユ
ニ
テ
ア
リ
ア
ン
的
な
る
信

身
説
法
の
信
仰
を
さ
ら
に
深
め
て
正
し
い
意
味
の
応
化
身
説
法
の
信
仰
と
し
て
も
発
表
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

説
法
の
考
え
に
よ
っ
て
、

（
本
地
身
）
説
法
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
王
は
若
く
し
て
こ
の
世
を
去
り
、
こ
の
法

た
と
え
王
の
一
代
間
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
教
政
政
治
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
、

て
侵
略
戦
争
を
放
棄
し
、
被
征
服
地
の
独
立
要
求
を
許
し
た
。
こ
こ
に
王
の
政
教
分
離
的
平
和
政
策
を
見
る
。
し
こ
う
し
て
こ
の
政
策
を

成
功
せ
し
め
た
原
因
は
①
王
が
そ
の
す
ぐ
れ
た
宗
教
思
想
に
よ
る
徳
に
基
づ
き
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
②
王
が
十
分
の

経
済
力
を
有
し
て
テ
ー
ベ
の
神
官
団
の
レ
ジ
ス
ク
ン
ス
を
制
圧
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
王
が
首
都
を

テ
ー
ベ
か
ら
う
え
の
ア
ヘ
ッ
ト
11

ア
ト
ソ
ヘ
移
し
た
の
は
テ
ー
ベ
の
神
官
団
の
圧
力
に
対
す
る
、
慎
重
な
る
王
の
考
慮
と
し
て
わ
が
平
安

り
今
日
の
テ
ル

11
ニ
ル
11
ア
マ
ル
ナ

(Tell-el‘Amarna)。

の
義
と
改
名
し
、
王
の
始
め
た
新
都
も
ア
ヘ
ッ
ト
11

ア
ト
ン

し
か
し
王
は
こ
の
法
身

さ
ら
に
ア
ト
ソ
の
愛
に
よ
っ

碑



と
も
い
わ
れ
、
こ
れ
に
2
種
が
あ
り
、
都
会
生
活
者

と
テ
ン
ト
生
活
者

(
d
w
e
l
l
e
r
s
i
n
 
t
e
n
t
s
)

た
る
遊
牧

＜ ヽ

゜

わ
が
奈
良
朝
に
お
け
る
教
政
政
治
へ
の
危
機
は
朝
廷
の
経
済
的
貢
困
に
基
づ
く
が
、
こ
の
貧
困
は
乎
城
京
の
掘
っ
立
て
式
建
て
物
に
よ

っ
て
も
明
白
で
あ
る
。
平
安
遷
都
が
朝
廷
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
の
は
、
①
秦
氏
の
経
済
力
を
利
用
す
る
た
め
と
、
⑱
教
政
政
治
企
図
の

本
拠
た
る
平
城
京
の
地
を
遠
く
離
れ
て
仏
教
的
圧
力
団
体
の
勢
力
を
少
し
で
も
避
け
よ
う
と
す
る
慎
重
さ
に
あ
っ
た
。
か
く
て
平
安
京
の

初
め
に
教
政
政
治
へ
の
危
機
を
脱
し
え
た
主
要
な
原
因
と
し
て
桓
武
天
皇
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も

0

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

54
頁。

の
自
著
、
前
掲
、
5
5
,

5
6
頁。

う
え
の
ご
と
き
、

な
い
。

ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
一
神
教
に
つ
き
、
こ
の
信
仰
を
裏
書
き
す
る
も
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
ニ
ジ
プ
ト
移
住

と
そ
の
出
ニ
ジ
プ
ト

(
t
h
e
E
x
o
d
u
s
)
で
は
な
か
ろ
う
か
。

れ
に
率
い
ら
れ
た
外
来
民
族
と
同
一
視
す
る
学
説
が
あ
り

(
J
o
s
e
p
h
u
s
)
、

(
t
h
e
 B
e
d
o
u
i
n
s
,
 t
h
e
 B
e
d
a
w
i
n
)
で
あ
り
、

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

＝
ジ
プ
ト
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
ヒ
ク
ゾ
ス
と
そ

ま
た
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
ヒ
ク
ソ
ス
王
朝
時
代
に
移
住
し
、

新
帝
国
時
代
の
第
19
王
朝
時
代
（
そ
の
前
1
2
3
0
年
頃
？
）
に
退
去
し
た
と
の
説
が
あ
る
。
し
か
し
ヒ
ク
ゾ
ス
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と

p
r
i
n
c
e
s
 o
f
 t
h
e
 B
e
d
o
u
i
n
s

を
音
心
吐
＾
す
る
ニ
ジ
プ
ト
語
の
外
国
語
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ヒ
ク
ソ
ス
族
は
ベ
ド
ゥ
イ
ン
人

ア
ラ
プ
人

(
t
h
e
A
r
a
b
s
)
の
一
派
で
あ
る
。
ア
ラ
プ
人
は
サ
ラ
セ
ン
人

(
t
h
e
S
a
r
a
c
e
n
s
)
 

(
d
w
e
l
l
e
r
s
 i
n
 
t
o
w
n
s
)
 

民
(
n
o
m
a
d
s
)

と
が
区
別
さ
れ
、
ベ
ド
ゥ
イ
ソ
人
と
は
ア
ラ
プ
語
の
b
a
d
a
w
i
n
(pl.of 
b
a
d
a
w
i
y
,
 d
w
e
l
l
e
r
 i
n
 
t
h
e
 desert, £
.
 
b
a
d
w
,
 

d
e
s
e
r
t
)

に
出
で
テ
ソ
ト
生
活
者
た
る
ア
ラ
ブ
人
を
意
味
す
る
。
し
か
る
に
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
は
、
普
通
、
遊
牧
民
で
な
く
、
テ
ン
ト
生
活

を
し
な
い
。

言

649 



政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

>

(
t
h
e
 first 

〇
使
徒
行
伝
18章
3
の
ギ
リ
ッ
ャ
語
本
に
は

skenopoiol

(
t
e
n
g
已
9
s
)

と
な
っ
て
い
る
が
、
新
約
聖
書
ア
ラ
ム
語
原
書
に
は
、
ラ
ム
サ
に
よ
れ
ば
、

lawlarey

（器
ddle
m
a
k
e
r
s
)
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
ラ
ム
+
に
よ
れ
ば
、
「
近
東
に
は
幕
屋
つ
く
り

(
t
g
t
m
a
k
e
r
s
)
と
い
っ
た
職
業
は
な
い
。
テ
ン
ト
は
家
庭
で
女
た
ち
に
よ

っ
て
作
ら
れ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
L日
屈

i
•
N
e
wT
e
s
t
a
m
e
n
t
0

法
:
i
n
•
p
.

9
4
)
。

し
か
ら
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
ヒ
ク
ソ
ス
族
と
同
一
視
す
る
は
無
理
で
あ
り
、
後
説
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
出
＝
ジ
プ
ト
を
第
19
王
朝
の
時

代
に
認
め
て
、
多
神
教
信
者
た
る
ニ
ジ
プ
ト
人
の
一
神
教
信
者
た
る
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
圧
迫
に
出
デ
ジ
プ
ト
の
原
因
を
認
め
た
の
は
正
し
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
の
入
エ
ジ
プ
ト
の
時
期
を
ヒ
ク
ソ
ス
王
朝
時
代
に
認
め
る
よ
り
は
世
界
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
人

と
と
も
に
一
番
さ
き
に
一
神
教
を
認
め
た
ニ
ジ
プ
ト
の
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
時
代
に
認
め
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

〇
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
ニ
ジ
プ
ト
な
ど
。
広
義
の
ヘ
プ
ラ
イ
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
と
も
い
う
、
の
ち
の
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
）
の
信
仰
は
一
神
教
で
神
の
正
義
と
愛
を
認
め
る
も
、
選

民

(
g
8
e
n
people)

の
観
念
と
結
合
し
て
い
た
。
ヘ
プ
ラ
イ
人
は
ア
プ
ラ
ハ
ム
に
よ
り
カ
ナ
ー
ン
の
地
（
の
ち
の
。
＾
レ
ス
チ
ナ
）
に
建
国
し
た
以
後
に
ニ
ジ
プ
ト
に

秒
住
し
た
が
、
モ
ー
セ
一
行
の
出
エ
ジ
プ
ト
ま
で
は
い
ま
だ
国
家
組
織
を
有
し
な
か
っ
た
。
モ
ー
セ
の
没
後
カ
ナ
ソ
の
地
に
ヘ
プ
ラ
イ
国
を
建
設
し
、
モ
ー
セ
の
律
法
に

よ
り
民
主
的
神
政
政
治
を
士
師
時
代
（
沼
r
i
&
o
f
judges)
に
実
現
し
た
が
、
連
邦
制
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
時
経
て
そ
こ
に
王
制
に
よ
る
単
一
国
家
を
実
現
し
、

こ
の
政
治
機
構
は
ダ
ビ
デ
王
の
と
き
事
実
上
確
立
し
た
が
、
そ
れ
は
教
政
政
治
で
あ
り
、
他
国
へ
の
侵
略
を
大
い
に
行
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
国
運
衰
え
、
北
王
国

（
イ
ス
ラ
ニ
ル
王
国
）
と
南
王
国
（
ユ
ダ
ヤ
王
国
）
に2
分
さ
れ
、
•
そ
の
後
さ
ら
に
北
王
国
は
ア
ッ
シ
リ
ャ
人
の
サ
ル
ゴ
ン
（
紹
r
g
o
n
)
王
に
よ
り
、
南
王
国
は
カ
ル
デ
ア

人
（
新
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
人
）
の
ネ
プ
カ
ド
ネ
ザ
ル

(Nebuchadne:tzar)

王
に
よ
り
征
服
せ
ら
れ
、
北
王
国
の
あ
と
、
ガ
リ
ラ
ヤ
と
サ
マ
リ
ヤ
に
は
ア
ッ
シ
リ
ヤ
人
・
カ

ル
デ
ア
人
と
そ
れ
ら
と
同
化
し
た
ヘ
プ
ラ
イ
人
ー
狭
義
の
イ
ス
ラ
ニ
ル
人
ー
が
住
み
、
南
王
国
の
あ
と
に
は
う
え
の
ご
と
き
同
化
を
し
な
い
ヘ
プ
ラ
イ
人
—
狭
義
の
ヘ
プ

ラ
イ
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
ー
が
住
ん
だ
。
か
か
る
亡
国
後
、
狭
義
の
ヘ
プ
ラ
イ
人
の
信
仰
は
、
律
法
学
者
（
月
己
ぽ
s
)

を
中
心
と
す
る
パ
リ
サ
イ
び
と
を
含
め
て
正
義
一
本

の
神
を
認
め
る
一
神
教
に
変
じ
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
人
お
よ
び
カ
ル
デ
ア
人
に
対
す
る
復
シ
ュ
ウ
の
念
に
燃
え
た
。
新
し
い
研
究
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
は
ユ
ダ
ヤ
の
ペ
ッ
レ

ヘ
ム

(Beth'lehem),
(
h
o
u器

0f
bread)
に
降
誕
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の

B
e
t
h
-
a
f
r
e
m
(
h
o
u
s
e
0
f
 A
b
r
a
h
a
m
)
に
降
誕
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る

(F. E•Hoyen, 

W
a
s
 Jesus really 
born in B
e
t
h
,
l
e
h
e
m
?
)
。

な
お
ヘ
プ
ラ
イ
人
は

D
i
a
s
p
o
r
a
の
の
ち
近
代
に
お
け
る
シ
オ
ン
主
義

(Nionism)
を
経
て
、

1
9
4
箆
千
。
＾
レ
ス
チ
ナ
に
イ
ス
ラ
ニ
ル
共
和
国
(Republic
of Israel, 

State of 
I., 
(
H
e
b
〕マ
ledinat
Yisrael)
を
建
盆
瞑
し
た
が
、
バ
レ
ス
チ
ナ
は
同
年
い
ら
い
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
と
ア
ラ
プ
人
地
区
に
分
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
が
そ
の
即
位
第
17
年
頃
（
前
1
3
5
4
年
頃
）
に
没
し
、
そ
の
長
女
の
夫
た
る
第
1
養
子
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さ
て
、
あ
る
出
来
ご
と
が
起
っ
て
、

れ
わ
れ
は
「
偶
然
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
自
動
的
と
も
受
動
的
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
偶
然
」
に
当
る
英
語
は

accident
で

あ
り
、
ラ
テ
ン
語
は

casus
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
偶
然
」
の
ほ
か
に
人
間
が
予
知
で
き
な
い
も
の
と
、
注
意
す
れ
ば
そ
の
出
来
ご
と
の

予
知
は
で
き
る
が
、
予
知
し
て
も
客
観
的
情
況
で
は
個
人
に
と
っ
て
そ
れ
を
避
け
る
方
法
が
な
い
出
来
ご
と
が
あ
り
、

(I) し
か
ら
ば
ア
フ
11

ニ
ソ
11

ア
ト
ソ
王
の
崇
高
に
し
て
偉
大
な
宗
教
改
革
が
何
故
に
失
敗
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
古
来
存
す
る
弁

神
論

(theodicy)

に
属
し
、
こ
の
弁
神
論
に
こ
こ
に
必
要
な
る
範
囲
に
お
い
て
触
れ
て
見
よ
う
と
思
う
。

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

2
4
1
2
6
頁。

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

そ
の
内
的
原
因
も
外
的
原
因
も
人
間
に
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
と
き
、

こ
の
期
間
に
旧
ア
モ
ソ
信
仰
が
完
全
に
そ
の
勢
力
を
回
復
し
た
。

Son-in-law)
が
そ
の
あ
と
を
継
承
し
た
が
、
そ
の
在
位
き
わ
め
て
短
く
、
つ
い
で
第
2
養
子
が
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
三
女
と
結
婚

し
、
わ
ず
か
10
歳
ぐ
ら
い
で
即
位
し
、

ア
ト
ン
信
仰
に
よ
っ
て
そ
の
名
も
ト
ゥ
ト
11

ア
ン
フ
11

ア
ト
ン

(Twt-'nh-Jtn,
Tut,anb-Aton, 

ー

•
A
t
e
n
)

ー
—
英
語
で
は
ト
ゥ
ー
ク
ン
カ
ー
ト
ン
（
ト
ゥ
ー
ク
ン
カ
ー
テ
ン
）
（
T
u
t
a
n
k
h
a
t
o
n
,

T
u
t
a
n
k
h
a
t
e
n
)
ー
|
と
称
し
た
。
し

身
と
し
て
の
国
王
を
認
め
な
い
か
ら
、
こ
の
名
に
よ
っ
て
王
は
実
質
的
に
は
ア
ト
ン
信
仰
を
捨
て
し
め
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、

王
は
テ
ー
ベ
の
神
官
団
の
圧
力
に
屈
し
て
形
式
的
に
も
ア
ト
ン
信
仰
を
捨
て
古
来
の
ア
モ
ン
信
仰
を
国
内
に
回
復
す
る
こ
と
と
な
り
、
自

己
の
名
も
ト
ゥ
ト
11

ア
ン
フ
11

ア
モ
ン
（
ト
ゥ
ト
11

ア
ン
フ
11

ア
メ
ン
）
（
Twt-̂
nb‘Jmn,
T
u
t
,
a
n
b
,
A
m
o
n
,
|
-
A
m
e
n
)
ー

英

語

で

は
ト
ゥ
ー
ク
ン
カ
ー
モ
ン
（
ト
ゥ
ー
ク
ン
カ
ー
メ
ソ
）
（
T
u
t
a
n
k
h
a
m
o
n
,
T
u
t
a
n
k
h
a
m
e
n
-ー
ー
と
改
め
、
首
都
を
ア
ヘ
ッ
ト
11

ア
ト
ン

か
ら
テ
ー
ベ
に
も
ど
し
た
。
こ
の
王
が
即
位
第
6

年
頃
に
没
し
、
短
期
間
、
神
官
ア
イ

(
Y
•こ
〔E
〕
A
i
,〔E
〕
A
y
)が
在
位
し
た
が
、

か
し
こ
の
名
は
ニ
ジ
プ
ト
語
で
「
生
け
る
、

ア
ト
ン
の
像

(tut)
」
と
い
う
義
で
あ
り
、

>
そ
の
出
来
ご
と
を
わ

「
偶
然
」
と
こ
の

一
方
に
お
い
て
ア
ト
ン
信
仰
で
は
ア
ト
ン
の
化
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理
に
属
す
る
。
従
っ
て
人
間
の
見
た
「
偶
然
」
は
真
の
偶
然
で
は
な
く
、

videntiae)
で
あ
り
、
こ
の
「
偶
然
」
以
外
の
不
可
抗
力
と
し
て
は
個
人
が
ど
う
し
て
も
予
知
で
き
な
い
も
の
と
、
予
知
し
て
も
避
け
ら

れ
な
い
も
の
が
存
し
、
こ
う
し
た
「
偶
然
」
以
外
の
不
可
抗
力
の
う
ち
に
は
、

も
の
も
あ
り
、

act
o
f
 
G
o
d
 
も
あ
る
。
こ
の
あ
と
の
も
の
は
す
べ
て
神
の
摂
理
で
あ
る
。
し
か
る
に
神
の
摂
理
は
無
限
で
あ
る
が
、
個

人
の
運
命
は
有
限
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
世
に
お
け
る
善
人
か
な
ら
ず
し
も
幸
運
で
な
く
、
悪
人
か
な
ら
ず
し
も
不
幸
で
は
な
い
。

ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
弁
神
論
を
英
法
の
用
語
を
用
い
て
説
明
す
れ
ば
う
え
の
ご
と
く
な
る
。
う
え
の
「
偶
然
」
と

act
o
f
 
G
o
d
は
有
神

論
的
、
理
神
論
的
に
神
を
考
え
る
と
き
、
神
の
意
思

(voluntas
D
e
i
)
 

認
め
る
。
し
か
し

U
n
i
t
a
r
i
a
n
i
s
m
的
科
学
的
研
究
方
法
と
三
位
一
体
的
宗
教
的
方
法
を
尊
重
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
神
は
正
義
を
目

的
と
す
る
が
、
正
義
そ
れ
自
身
が
目
的
と
な
る
の
で
は
な
く
、
正
義
は
愛
と
い
う
目
的
の
手
段
で
あ
る
。
従
っ
て
神
の
摂
理
は
か
な
ら
ず

え
、
か
つ
正
義
そ
れ
自
身
を
究
極
目
的
と
す
る
神
を
考
え
る
と
き
、

ボ
ニ
テ
ィ
ウ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
摂
理
た
る
偶
然
」

(casus

pro, 

ま
た
、

で
あ
る
。
ま
た
神
が
正
義
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
わ
た
く
し
も

act 
of 
K
i
n
g
'
s
 e
n
e
m
i
e
s
の
ご
と
き
人
為
的
の

「
偶
然
」
は
神
の
摂
理
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
摂

ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

り
自
作
、

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

あ
と
の
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
を
不
可
抗
力

(vis
m
a
j
o
r
)
と
い
い
、
そ
れ
が
個
人
の
運
命
を
決
定
す
る
と
い
わ
れ
る
。

以
上
の
ご
と
き
個
人
の
運
命
ー
個
人
に
対
す
る
不
可
抗
力
に
関
す
る
ボ
ニ
テ
ィ
ウ
ス

れ
は
古
代
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
り
、

か
れ
の
見
解
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王

そ
の
普
通
法

(the
C
o
m
m
o
n
 L
a
w
)
観
念
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
、

こ
ま
、

,
1
,
'
 

(Alfled t
h
e
 
G
r
e
a
t
)
と

イ
ギ
リ
ス
普
通
法
史
を
そ
の
精
神
的
基
礎
か
ら
理
解
す
る
た
め

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
の
こ
の
法
観
念
と
カ
ヌ
ー
ト
大
王

(
C
a
n
u
t
t
h
e
 
G
r
e
a
t
)

の
法
観
念
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
良
心
の
自
由
」
と
イ
ギ
リ
ス
法
治
の
デ
ン
マ
ー
ク
え
ん
源
（
関
西
大
学
法
学
論
集
、
第
1
2
巻
、
伊
沢
孝
平
教
授
還
暦
記
念
特
集
、

2
3
7
1
2
7
2
頁。

「
偶
然
」
と
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
神
を
考
え
な
い
か
ら
で
あ
り
、
有
神
論
的
、
理
神
論
的
に
神
を
考

(
B
o
e
t
h
i
u
s
)

の
見
解
を
ま
ず
伺
っ
て
見
る
。
か

三
二
四
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ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ソ
王
の
宗
教
思
想
と
政
治
思
想
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
宗
教
学
と
政
治
学
の
ニ
ン
源
を
な
し
た
と
考
え
る
。
こ

の
判
断
の
根
拠
と
な
る
理
由
と
し
て
は
、
①
ア
フ
11

チ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
認
め
る
太
陽
神
象
徴
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
認
め
る
そ
れ
の

B・

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

し
も
無
限
で
な
く
、

し
ば
し
ば
有
限
で
あ
る
。
し
か
し
摂
理
は
か
な
ら
ず
し
も
こ
の
世
に
現
わ
れ
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
善
人
か
な
ら

ず
し
も
栄
え
ず
、
悪
人
か
な
ら
ず
し
も
禍
を
見
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
絶
対
愛
を
究
極
の
目
的
と
す
る
神
は
正
義
の
人
の
た
め
で
な
く
邪

悪
の
人
の
た
め
に
死
し
、
ロ
マ
書
第
5
章
7ー

8
（
ア
ラ
ム
語
原
書
）
に
は
「
7
そ
れ
邪
悪
の
人

(
a
w
a
l
e
y
)
の
た
め
に
死
ぬ
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
し
、
善
人
の
た
め
に
死
ぬ
る
こ
と
を
い
と
わ
ぬ
も
の
や
あ
ら
ん
。

8
さ
れ
ど
わ
れ
ら
の
な
お
ッ
ミ
．
ヒ
ト
た
り
し
と
き
、

卜
わ
れ
ら
の
た
め
に
死
に
給
い
し
に
よ
り
て
、
神
は
わ
れ
ら
に
対
す
る
愛
を
あ
ら
わ
し
給
え
り
。
」
と
記
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
上
の

ご
遺
訓
と
し
て
「
こ
れ
わ
が
運
命
な
り
き
。
」
（
ア
ラ
ム
語
原
聖
書
）
が
残
り
、
親
鸞
聖
人
（
シ
ン
ラ
ン
シ
ョ
ウ
ニ
ン
）
も
源
信
を
た
た
え

た
、
正
信
偶
（
シ
ョ
ウ
シ
ン
ゲ
）
の
一
部
で
「
一
生
造
悪
値
却
誓
（
グ
ゼ
イ
）
。
至
安
劉
劉
（
ア
ン
ニ
ョ
ウ
ガ
イ
）
証
妙
果
。
」
と
詠
じ
て

い
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
十
字
架
的
天
命
が
神
の
摂
理
と
し
て
で
な
く
、
そ
れ
を
受
け
る
人
間
に
と
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
偶
然
」
と
し
て
感
ぜ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
テ
ン
王
に
よ
る
、
う
え
の
ご
と
き
宗
教
改
革
の
失
敗
も
か
か
る
十
字
架
的
天
命
で
は
な
か
ろ
う

か
。
わ
た
く
し
は
か
く
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
王
の
英
霊
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
感
謝
の
一
端
を
表
し
た
い
、
か
か
る
論
述
に
よ
っ
て

王
の
英
霊
に
対
し
て
ポ
ニ
テ
ィ
ウ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
の
な
ぐ
さ
め
」

(
c
o
n
s
o
l
a
t
i
o
n
e
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
a
e
)
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
は
。

0

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、
（
英
文
）
7
9
,

8
0
頁
。
'

の

lemana
shabakthani !
自
著
、
前
掲
書
、
（
英
文
）
8
0
頁。

③
自
著
、
前
掲
書
、
（
英
文
）
7
9
頁。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
宗
教
・
政
治
学
の
基
礎
と
し
て
の
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
宗
教
。
政
治
思
想

三
二
五

キ
リ
ス
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⑨
を
表
意
文
字

(
i
d
e
o
g
r
a
p
h
)

と
し
て
用
い
て
決
定
詞

(1) 

関
係
を
含
む
両
者
の
宗
教
の
比
較
と
、
②
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
遠
征
に
基
づ
く
ニ
ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ
ャ
文
化
交
流
の

2
を
挙
げ
る

こ
こ
に
ま
ず
第
①
の
事
情
を
論
述
す
る
。

る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
そ
の
認
め
る
太
陽
神
の
象
徴
と
し
て
左
回
り
万
字
(
c
o
u
n
t
e
r
,
c
l
o
c
k
,

s
w
a
s
t
i
k
a
 

w
i
s
e
 fylfot)
卍
を
用
い
た
。
こ
の
種
の
万
字
を
ウ
ェ
ル
ズ
は

c
u
l
t
u
r
e
)

に
求
む
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
も
そ
も
万
字
に
右
回
り
万
字

(
c
l
o
c
k
w
i
s
e

fylfot) 

そ
の
う
ち
左
回
り
万
字
を

s
w
a
s
t
i
k
a

と
呼
ぶ
べ
き
か
否
か
は
後
に
論
ず
る
こ
と
と
し
、
左
回
り
万
字
の
起
原
を
太
陽
巨
石
文
化
に
求
め

H
.
 G: Wells, T
h
e
 N
e
w
 a
n
d
 Revised Outline of 
History,、
p.
1
4
1
.
 

と
称
し
、
そ
の
起
原
を
太
陽
巨
石
文
化

(
t
h
e

heliolithic 

ま
ず
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽
巨
石
文
化
に
お
い
て
太
陽
•
太
陽
神
ラ
ー
・
昼
な
ど
は
大
円
の
な
か
に
小
円
を
入
れ
た
象
形
文
字
(
h
i
e
r
o
g
l
y
p
h
)

(
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
v
e
)

と
し
、
こ
の
決
定
詞
に
先
立
っ
て
左
横
書
き
に
表
音
文
字

(
p
h
o
n
e
t
i
c
)

と
し
て
用
い
た
象
形
文
字
に
て
太
陽
の
場
合
は

s
w
(
w
)

と
記
し
、
太
陽
神
ラ
ー
の
場
合
は

r
＾
と
記
し
、
昼

(
d
a
y
)

の

場
合
は

h
r
w

と
記
入
し
た
。
し
か
ら
ば
う
え
の
表
意
文
字
た
る
決
定
詞
に
左
回
り
万
字
の
起
原
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
と
も
に
、

そ
の
場
合
の
太
陽
・
太
陽
神
ラ
ー
の
表
音
文
字
も
そ
の
形
が
左
回
り
万
字
と
全
然
関
係
が
な
い
。

つ
ぎ
に
ニ
ジ
プ
ト
の
太
陽
巨
石
文
化
に
は
、
文
字
で
も
な
く
、
ま
た
太
陽
ま
た
は
太
陽
神
を
意
味
す
る
象
徴
で
も
な
い
が
、

(
j
n
b
 ?
)
1
英
語
で
は
ア
ソ
ク
(
a
n
k
h
)

ー
~
と
い
う
象
徴
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
T

字
形
の
上
に
小
円
ま
た
は
横
に
小
ダ
円
を
置
い

た
も
の
。
T
で
あ
り
、
生
命
の
象
徴
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
。
な
お
ニ
ジ
プ
ト
の
太
陽
巨
石
文
化
に
は
健
康
お
よ
び
幸
福
の
象
徴
と
し
て

ア
ン
フ
や
ウ
ジ
ャ
な
ど
は
イ
ー
ヴ
ラ
イ

(
t
h
e
evil e
y
e
)
 

ウ
ジ
ャ

(
w
g
'
?
,
u
g
a
)
ー
ホ
ル
ス
の
目
の
形
と
も
云
わ
れ
る
—
ー
_
が
あ
り
、

こ
と
が
で
き
る
。

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

ア
ン
フ

と
左
回
り
万
字
の

2
種
が
あ
り
、

三
六
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ャ
十
字
）
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
〶
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
象
徴
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
左
回
り
万
字
象
徴
の
起
原
を
求
め
る
の
も
無

理
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
一
方
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
宮
廷
芸
術
家

(
c
o
u
r
t
artists)

は、

ス
た
る
ラ
ー
の
意
味
の
別
名
を
有
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
別
名
中
に
含
ま
れ
た
ホ
ル
ス
の
名
に
よ
っ
て
ホ
ル
ス
と
混
同
せ
ず
、
従
っ

て
ア
ト
ン
を
「
ク
カ
の
頭
あ
る
」

(
h
a
w
k
-
h
e
a
d
e
d
)

も
の
と
表
現
せ
ず
、

盤
か
ら
発
射
す
る
多
く
の
光
線
を
数
多
い
線
で
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
線
と
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
の
総
合
し
た
形
状
か
ら
、
こ
の
総

合
形
状
は
表
音
文
字
の
、
、
す
な
わ
ち
腕
の
表
意
文
字
と
判
断
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
高
く
ま
く
り
あ
げ
ら
れ
た
腕
の
先
に
手
が
付
け

ら
れ
、

か
く
て
描
か
れ
た
千
手
1

千
手
観
音
を
連
想
せ
し
め
る
ー
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
既
述
の
ア
ン
フ
を
握
っ
て
お
り
、
円
盤
の
中

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

つ
ぎ
に
イ
ン
カ
帝
国

(
t
h
e
E
m
p
i
r
e
 o
f
 t
h
e
 
I
n
c
a
s
)
 

p
r
o
t
e
c
t
i
n
g
 c
h
a
r
m
)

と
と
も
に
、
広
く
用
い
ら
れ
た
。

ア
ト
ソ
が
す
で
に
記
し
た
ご
と
く
地
平
線
の
ホ
ル

ア
ト
ン
を
象
徴
す
る
に
太
陽
円
盤

(jtn)

を
描
き
、
こ
の
円

三
二
七

の
太
陽
巨
石
文
化
で
は
太
陽
の
象
徴
は
円
周
に
密
着
し
た
十
文
字
（
ギ
リ
シ

に
対
す
る
護
符

(
a
m
u
l
e
t
,
t
a
l
i
s
m
a
n
,
 
o
b
j
e
c
t
 
a
s
 
a
 p
r
o
t
e
c
t
i
n
g
 c
h
a
r
m
)
 

イ
ー
ヴ
ラ
イ
と
は
ひ
と
目
見
る
こ
と

(
a
 g
l
a
n
c
e
)

に
よ
っ
て
他
人
に
物
質
的

害
悪

(
m
a
t
e
r
i
a
l
h
a
r
m
)

を
与
え
る
能
力
を
い
う
。
う
え
の
ア
ン
フ
の
T
が
ロ
ー
マ
十
字

(
R
o
m
a
n
c
r
o
s
s
)

ま
た
は
ギ
リ
シ
ャ
十
字

(
G
r
e
e
k
 c
r
o
s
s
)

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
左
回
り
万
字
の
起
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
こ
の
T
が
ロ

ー
マ
十
字
に
変
え
ら
れ
た
も
の
が
、
在
来
の
形
以
外
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ニ
ジ
プ
ト
に
伝
来
し
た
い
ご
、
キ
リ
ス
ト
教

の
十
字
架
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
当
時
に
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
象
徴
は
存
し
な
か
っ
た
。

0

英
語
の
イ
ー
ヴ
ラ
イ
に
似
た
英
語
ス
ィ
ソ
グ
ラ
イ

(a
single eye)
が
あ
る
。

with
a
 single eye
と
は
「
誠
心
誠
意
で
」
の
意
味
。
こ
の
シ
ソ
グ
ラ
イ
と
は
英
訳

の

Matt,
6
"
2
2

に

:
h
i
n
e
eye be single'
に
出
る
が
、
ア
ラ
ム
語
原
聖
書
の
こ
の
邑
ngle
に
当
る
個
所
に
は
、
ラ
ム
サ
に
よ
れ
ば

di器
a咎
d
に
対
す
る
b
丑
廿
t,

d
怠
n
の
意
味
が
記
せ
ら
れ
て
い
る
と
せ
ら
れ
る
。

と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
ジ
ュ
文

(spell, 
w
o
r
d
 a
s
 a
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(2) (1) 

字
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

cross
f
o
r
m
e
e
 (11cross pattee) 
+
を
用
い
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
こ
の

cross
f
o
r
m
e
e
は
ロ
ー
マ
十

③
 

字
で
な
く
ギ
リ
シ
ャ
十
字
の
割
で
上
下
左
右
均
等
の
十
字
を
用
い
て
い
る
か
ら
、
十
字
架
の
象
徴
と
い
う
よ
り
は
太
陽
の
象
徴
で
あ
る
と

考
え
る
。自

著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

37
頁。

自
著
、
前
掲
書
、

35
頁
以
下
。

ス
ト
教
ー
そ
れ
は
今
日
で
は
東
方
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

(Catholic C
h
u
r
c
h
 o
f
 t
h
e
 E
a
s
t
)
 
の
教
義
と
い
わ
れ
る
ー
は
左
回
り
万

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

三
二
八

央
下
部
に
は
す
べ
て
の
腕
に
共
通
の
衣
服
の
ソ
デ
が
描
か
れ
て
い
る
と
判
断
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
判
断
は
誰
に
で
も
で
き
る
。
し
か

し
こ
こ
に
わ
た
く
し
の
初
め
て
な
し
た
発
見
は
、
上
の
腕
に
付
け
た
手
が
、
中
央
の
太
陽
円
盤
か
ら
見
て
、
腕
の
表
意
文
字
を
表
か
ら
で

な
く
裏
か
ら
見
た
形
で
、
左
回
り
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
表
か
ら
見
た
形
な
ら
右
回
り
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
ア

ト
ン
神
の
象
徴
を
も
っ
と
も
簡
単
化
す
る
と
右
回
り
万
字
と
な
ら
ず
、
左
回
り
万
字
と
な
る
。
し
か
る
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
認
め
る

な
お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
認
め
た
こ
の
象
徴
は
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
原
始
キ
リ
ス
ト
教
）
は
左
回
り
万
字
卍
を
用
い
た
が
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
が
ョ
ー
ロ
ッ
。
〈
お
よ
び
東
洋
に
お
い
て
聖
な
る
三
脚
と
ヘ
ッ
‘

中
国
の
景
教

石
を
象
徴
と
し
て
用
い
た
こ
と
、
愛
の
神
を
太
陽
を
も
っ
て
象
徴
し
た
こ
と
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
宗
教
の
影
響
を
受
け
て
い

③
 

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
左
回
り
万
字
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
用
い
た
象
徴
の
継
承
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
中
国

景
教
の
こ
の
象
徴
は
、
こ
れ
を
円
内
に
入
れ
て
唐
の
則
天
武
后
が
作
っ
た
文
字
⑮
が
太
陽
を
意
味
し
て
い
ら
い
、
仏
教
の
救
済

(ullum-

p
a
n
a
)
門
ー
浄
土
門
よ
り
広
い
↑
~
に
お
い
て
そ
の
象
徴
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
中
国
の
景
教
は
じ
め
広
く
世
界
の
原
始
キ
リ

太
陽
神
の
象
徴
は
左
回
り
万
字
で
あ
る
。
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ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ッ
ト
で

sauvastika
か
ら

svastika

⑨
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
は
、
デ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
湯
合
で
も
、
従
来
の
ア
ン
フ
を
既
述
の
ご
と
く
変
形
し
て
ロ
ー
マ
十
字
的
に
し
て
左
右
均
等
な
る
も
、
上
短
下
長
の

形
を
し
て
い
る
。

な
お
右
回
り
万
字

(
c
l
o
c
k
w
i
s
e
 
fylfot) 
:Fi
は
士
I代
t

イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
ア
ー
リ
ヤ
人
の
間
に
そ
の
起
源
を
有
し
、

い
う
は
誤
り
で
あ
る
。
う
え
の

sauvastika
は
s
u
k
h
a
(
~
)
＋
a
s
t
i
k
a

よ
り
生
じ
、
硲
i
v
a
t
s
aは
硲
ス
〔
E
〕
M
r
.
)
＋
v
a
t
s
a

(
r
f
5
L
)
 

よ
り
生
じ
、
両
語
は
と
も
に
ま
ず
、
幸
福
（
吉
祥
）
と
生
命
を
意
味
し
、
そ
の
立
場
に
お
い
て
左
回
り
万
字
は
不
幸
と
死
を
意
味
し
、
後

に
右
回
り
は
通
俗
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
男
神
を
も
意
味
し
た
に
対
し
、
左
回
り
は
同
教
の
女
神
を
も
意
味
し
た
。
仏
教
の
解
脱
門
は
仏
教
の

外
形
を
と
っ
た
ウ
。
＾
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
回
り
万
字
を
吉
祥
の
意
味
に
と
る
と
と
も
に
こ
の
門
の
象
徴
と
し
て
、
中
国

に
伝
え
、
鑑
真
（
ガ
ン
ジ
ン
）
が
来
日
し
た
と
き
こ
れ
を
奈
良
の
唐
招
提
寺
に
も
た
ら
し
た
。
こ
の
右
回
り
万
字
が
西
洋
に
入
る
や
、

ー
リ
ヤ
人
優
越
の
象
徴
と
せ
ら
れ
、

迫
害
の
象
徴
と
し
た
。

左
回
り
万
字
を
右
回
り
万
字
と
比
較
し
つ
つ
以
上
の
ご
と
く
考
察
す
る
と
き
、

な
お
ア
フ
11

ニ
ソ
11

ア
ト
ン
王
の
宗
教
・
政
治
思
想
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
宗
教
・
政
治
学
を
比
較
す
る
に
、
①
と
も
に
う
え
の
ご

と
く
愛
を
目
的
と
す
る
神
（
創
造
神
）
を
認
め
る
一
神
教
を
主
張
す
る
こ
と
、
⑱
と
も
に
こ
の
神
を
太
陽
神
と
す
る
が
、
そ
れ
は
自
然
神

と
し
て
の
太
陽
神
で
な
く
、
太
陽
を
も
っ
て
神
の
愛
の
現
わ
れ
と
見
る
意
味

(
U
n
i
t
e
r
i
a
n
i
s
m
的
見
解
）
で
、
太
陽
を
も
っ
て
神
の
象
徴

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
一
致
す
る
。
⑱
と
も
に
う
え
の
一
神
教
に
基
づ
き
祭
政
分
離
的
平
和
政
策
を
主
張
し
、
そ
の
結
果
、

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

に
転
じ
た
名
称
と
硲
Ivatsa

の
称
が
あ
る
。
ゆ
え
に
左
回
り
万
字
を
英
語
で

s
w
a
s
t
i
k
a
と

ナ
チ
ス
は
こ
れ
を
斜
め
と
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
象
徴
と
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
左
回
り
万
字
の
起
源
は
ア
フ
11

三
二
九

サ
ン
ス
クア

ア
メ
リ
カ
で
は
黒
人
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以
上
に
お
い
て
本
論
説
明
の
予
定
に
お
け
る
①
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
認
め
る
太
陽
神
象
徴
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
そ
れ
の
関

係
な
ど
を
述
べ
終
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
こ
の
予
定
の
⑰
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
遠
征
に
基
づ
く
デ
ジ
プ
ト
11
ギ
リ
シ
ャ
文
化
交
流
を

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
(
A
l
e
x
a
n
d
r
o
s
)
大
王
は
前
3
3
2

年
ニ
ジ
プ
ト
を
無
抵
抗
で
征
服
し
、
直
ち
に
商
業
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

を
造
っ
た
が
、
こ
の
と
き
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
代
っ
て
課
税
と
軍
の
支
配
の
み
を
行
っ
た
。
こ

の
と
き
軍
の
支
配
を
し
た
主
な
る
将
軍
で
あ
っ
た
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

(Ptolemaios) 

そ
の
帝
国
が
瓦
解
す
る
や
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
の
始
祖
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

1
世
と
し
て
ニ
ジ
プ
ト
に
君
臨
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
る
に
こ
の
プ
ト
＞
マ
イ
オ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
信
奉
者
で
あ
り
、

一
大
博
物
館
を
建
設
し
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
大
王
の
名
に
ち
な
ん
だ
こ
の
都
市
を
中
心
と
し
て
大
い
に
ニ
ジ
プ
ト
に
導
入
し
た
が
、
こ
の

と
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
学
問
普
及
に
と
く
に
努
力
し
た
と
考
え
る
。

一方、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
師
で
あ
っ
た
た
め
、

テ
ー
ル
僧
ら
の
策
動
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、

(
A
l
e
x
a
n
d
r
i
a
)
 

王
の
没
し
た
そ
の
年
、
教
政
政
治
主
張
の
デ
ー
メ
ー

.1. 
ー
~
ー
~

カ
ル
キ
ス
ヘ
逃
げ
て
翌
年
62
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
王
の
生
前
は
、
そ
の
ニ
ジ
プ

論
ず
る
。
と
く
に
必
要
上
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
思
想
を
中
心
と
し
て
。

(2) (I) 

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

王
の
場
合
、
こ
れ
を
既
述
の
ご
と
き
実
行
に
移
し
、

三
三
〇

③
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
思
想
の
影
響
と
し
て
デ
ル
フ
ォ
イ
隣
保
同
盟
の
人
道
主
義
を

見
る
。
た
だ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
場
合
は
神
の
創
造
を
進
化
論
と
結
合
し
、
経
験
科
学
的
説
明
を
詳
細
に
行
っ
て
い
る
が
、

ソ
11
ア
ト
ン
王
に
は
か
か
る
学
問
的
説
明
が
少
な
く
、
こ
と
に
進
化
論
的
説
明
が
全
然
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
学
の
基
礎
、

28
頁
参
照
。

こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
諸
国
問
に
認
め
ら
れ
た
戦
時
国
時
国
際
法
規
の
人
道
性
で
あ
る
（
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

5
8
,

5
9
頁）。

ア
フ
1
1
=

王
に
即
位
し
て
の
ち
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
一
大
図
書
館
と

は
前
3
2
3
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
没
し
て
、
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ら
い
が
あ
る
と
信
ず
る
。

卜
征
服
か
ら
没
す
る
ま
で
の
約
10
年
間
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
満
5
2
ー
-
6
2
歳
の
元
気
盛
り
で
あ
り
、

し
て
は
好
遇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
し
か
ら
ば
こ
の

10
年
間
に
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
は
そ
の
敬
愛
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
た
め
エ
ジ

プ
ト
の
宗
教
・
政
治
思
想
を
少
な
か
ら
ず
提
供
し
た
と
考
え
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
は
一
面
ニ
ジ
プ
ト
の
学
芸
を
尊
重
し

(Helioupolis)
ー
太
陽
神
の
都
市
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
ー
ー
を
主
と
し
て
通
じ
て
ニ

ジ
プ
ト
学
芸
の
ギ
リ
シ
ャ
導
入
に
努
力
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

28
頁。

一
方
に
お
い
て
、
す
で
に
論
述
し
た
ご
と
く
、

し
か
も
健
康
で
あ
り
、
王
の
師
と

以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
の
宗
教
・
政
治
思
想
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
宗
教
・
政
治
学
の
ニ
ン
源
を
な
し
た
と
主

ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
に
よ
る
宗
教
改
革
の
失
敗
と
い
う
不
幸
は
天
命
で
あ

っ
た
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
不
幸
は
後
年
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
大
な
る
感
動
を
与
え
、
王
の
偉
大
な
る
着
想
を
い
っ
そ
う
深
め
る
機
縁
と

な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
創
造
者
た
る
、
絶
対
愛
の
神
の
大
い
な
る
計
ら
い
が
あ
る
と
信
ず
る
。

な
お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
う
え
の
ご
と
き
宗
教
・
政
治
思
想
は
デ
ル
フ
ォ
イ
隣
保
同
盟
の
精
神
と
な
り
、
戦
争
法
規
に
お
け
る
人
道

主
義
を
実
現
し
た
け
れ
ど
も
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
不
幸
な
る
死
に
よ
っ
て
、
そ
の
偉
大
な
る
宗
教
改
革
と
そ
の
成
果
も
一
時
的
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
場
合
の
ご
と
く
天
命
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
戦
争
に
お
け
る
も
っ

と
も
残
虐
な
る
行
為
を
き
ょ
く
り
ょ
く
避
け
よ
う
と
す
る
努
力
が
1
8
9
9
年
に
＾
ー
グ

(
D
e
n
H
a
a
g
)
に
お
け
る
空
爆
禁
止
宜
言

(decla,

ration 
against 
t
h
e
 t
h
r
o
w
i
n
g
 o
f
 missiles 
f
r
o
m
 balloons, 
etc.)

と
サ
5

っ
た
。
し
か
ら
ば
こ
の
宜
言
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の

崇
高
な
る
人
道
主
義
が
デ
ル
フ
ォ
イ
隣
保
同
盟
の
戦
争
法
規
を
通
じ
て
影
響
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
ま
た
創
造
者
の
大
い
な
る
計

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

張
す
る
。

(1) 
て
こ
の
学
芸
の
中
心
地
ヘ
リ
ウ
ー
ボ
リ
ス

言

659 



る
人
間
に
平
等
な
る
自
然
本
性
を
見
の
が
し
、

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
学
の
基
礎
、

5
8
,

5
9
頁。

た
だ
悲
し
い
か
な
、
こ
の
宣
言
は
わ
ず
か

5
カ
年
の
あ
い
だ
有
効
で
あ
っ
た
国
際
条
約
に
過
ぎ
ず
、

て
は
す
べ
て
失
散
に
帰
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
史
上
空
前
の
無
差
別
大
量
殺
人
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
・
長
崎
に
対
す
る
原
爆
投
下
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
正
義
の
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
か
か
る
事
態
は
近
代
列
強
の
大
多
数
が
め
ざ
す
正
義
に
た
と
え
愛

の
基
礎
は
あ
っ
て
も
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
認
め
る
、

>

P
u
r
i
t
a
n
観
念

そ
の
後
は
か
か
る
空
爆
禁
止
の
企

ア
ボ
ロ
の
愛
ー
ー
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
自
然
本
性

(
P
巨
sis)

に
存
す
る
愛
を
基

礎
と
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
い
わ
ゆ
る
仏
教
ー
真
の
仏
教
で
は
な
い
ー
の
欠
点
は
愛
の
創
造
神
を
認
め
る
一
神
教
で
な
い

こ
と
で
あ
り
、

(1) 

い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
ー
真
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
い
ー
ー
ー
の
欠
点
は
、
正
義
の
基
礎
に
愛
を
認
め
な
が
ら
も
あ
ら
ゆ

ユ
ダ
ヤ
人
的
、

P
u
r
i
t
a
n
的
選
民

(
c
h
o
s
e
n
p
e
o
p
l
e
)
的
錯
覚
に
陥
る
点
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
く
「
文
化
」
と
訳
さ
れ
る
英
語
の

culture,

フ
ラ
ン
ス
語
の

culture,
ド
イ
ツ
語
の

K
u
l
t
u
r
に
は
そ
の
意
味
の

区
別
が
あ
り
、
英
語
に
は

^
"
h
u
m
a
n
c
u
l
t
u
r
e
"
 
(
人
類
文
化
）
＇
と
い
う
熟
語
が
あ
り
、
そ
れ
は
平
等
な
る
、
人
問
の
自
然
本
性
を
前
提

と
す
る
個
人
の
教
養

(
c
u
t
u
r
e
)
を
集
合
的
に
見
た
観
念
を
現
わ
し
、
広
い
意
味
の

c
u
t
u
r
e

は
個
別
的
に
見
た
個
人
の
教
養
の
ほ
か
こ

の
h
u
m
a
n
c
u
l
t
u
r
e
を
含
ん
で
い
る
。
従
っ
て

h
u
m
a
n
c
u
l
t
u
r
e
は

cultural
o
r
 social 
a
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y

の
う
ち

e
t
h
n
o
g
r
a
p
h
y

よ
り
も
む
し
ろ

e
t
h
n
o
l
o
g
y
に
関
係
深
く
、

h
u
m
a
n
c
u
l
t
u
r
e
は
発
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
と
く
に
発
達
し
た
国
家
を

cultural

o
r
 civilized 
state
と
い
う
。
か
く
て

cultural
state
は

K
u
l
t
u
r
s
t
a
a
t
と
混
同
さ
る
べ
き
で
な
く
、
後
者
は
ま
た

R
e
c
h
t
s
s
t
a
a
t
と

区
別
さ
れ
る
。
う
え
の
ご
と
き

h
u
m
a
n
c
u
l
t
u
r
e

の
観
念
は
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
欠
点
を
補
う
も
の
で
あ
る
が
、

の
強
い
と
こ
ろ
に
は
繁
栄
せ
ず
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
大
い
な
る
悩
み
が
あ
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
大
国
の
う
ち
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス

に
は
う
え
の

h
u
m
a
n
culture
の
観
念
が

h
u
m
a
n
n
a
t
u
r
e
の
観
念
と
と
も
に
存
す
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
課
さ
れ
た
る
天
の
使
命
や
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(2) (1) 

自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説

(38
年
版
）
、
付
録
、

11ー

1
6
頁。

わ
が
国
に
も
存
す
る

B
r
i
t
i
s
h
Council
は
英
国
文
化
協
会
と
訳
さ
れ
る
も
、
そ
れ
は
英
国
・
文
化
協
会
の
義
で
あ
り
、
英
国
文
化
・
協
会
で
は
な
い
。

政
治
問
題
と
し
て
の
教
政
政
治

重
か
つ
大
な
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

>
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